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社会課題解決プロジェクトによる成長度の可視化 
Design of evaluating the growth of members through project activities solving social problems 

        村重慎一郎*,**・佐藤美玲*・早原利香*・築地綾香*・澁倉陶子*・亀井由衣* 
津田塾大学*・福島大学** 

STEMの知識、スキルを社会的・経済的価値に転換するための力を身に付けるには、プロジ
ェクトの実践は有効な手段となる。大学生のNPO団体であるSTEM Leadersでは、デジタル介
護などの社会解決プロジェクトを推進しており、その活動を通じた成長の可視化をルーブリッ

ク評価手法を用いて取り組んでいる。評価指標、評価基準の定義に工夫が必要であり、本発表

では実際に取り組んでいる評価方式及びトライアル分析結果について発表したい。 
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1. はじめに 

日本において、AIを含む先端IT人材は2030年時点
で27~55万人不足すると予測される*1等、深刻と言わ

れており、多くの大学がAI人材育成を目指したカリ
キュラム構築に取り組んでいる（例：令和3年度「数
理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラ
シーレベル）」に78件が認定）。ただし、基礎的なリ
テラシー教育と応用的な実践経験の両面が求められ

る中、学生が実践的な学びを得る機会（インターン等）

が限定的であり、実践的な教育を提供できる講師不

足が課題として挙げられる*2。 
NPO法人STEM Leadersは2016年にアクセンチ
ュア株式会社の支援を受けて設立され、大学生同士

がSTEMを学び合い、自治体・企業と協働して社会課
題解決プロジェクト活動を推進し、実践的な力を身

に付けることを目的として活動を進めている。現在

は、会津若松市等と協働した「デジタル介護プロジェ

クト」を中心に3つのプロジェクトチームを編成して
活動している。また、組織運営も大学生が行なってお

り、企画部（勉強会・セミナーの企画運営等）、人事

部（メンバー管理・エンゲージメント向上、新規メン

バー募集等）、広報部（プレスリリース・オウンドメ

ディアにおける記事発信等）、会計部（予算・支出管

理等）に分かれて、アクセンチュア社員を含む社会人

のアドバイスを受けながら推進している。 

2. 成長度の可視化 

2.1. 可視化の必要性 

大学生が行政・企業の方に提案・議論を行い、試行

錯誤しながらプロジェクト推進する内容は年々拡大

し、定着化しているものの、プロジェクト型学習

（Project-Based Learning）の効果についてはメン
バーである学生自身が実感しているのみであり、個

人の主観に留まっていた。一方、STEM Leaders人事
部では、メンバーの定着化、及び新規メンバーの勧誘

活動を強化する上で、団体のコア事業である社会解

決プロジェクト実践の効果の把握が不可欠と考え、

定量的な評価方法の導入に取り組んだ。 

2.2. ルーブリック評価の設計 
勉強会・セミナーによるスキル習得が目的の場合、

個別のイベントに対する理解度・満足度等を把握す

ることが多いが、長期に継続するプロジェクト型学

習の場合には、数ヶ月〜年間単位での成長度合いを

ルーブリック評価により定点的に把握することが求

められる。年に数回、全メンバーがルーブリック評価

のアンケートに回答し、メンバー個人の成長度合い

の可視化・分析を行うとともに、参画しているプロジ

ェクト活動・組織運営単位での分析も行う。各活動の

成長への寄与度を評価することで、活動内容の改善・

高度化の検討に活用することを狙う。 

2.3. 評価指標の定義 
指標を設定する上で、組織が目指す人材育成の方

向性と関連づけ、それを関係者で合意形成すること

は極めて重要である*3。その過程を経ることで、ルー

ブリック評価で得られた分析結果・考察をプロジェ

クト活動・組織運営に適用することが容易となる。指
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標を網羅的かつ構造的に整理して作成するために、

一般社団法人次世代教育・産官学民連携機構の「次世

代人材ルーブリック」*4を参考に、STEM Leadersの
運営メンバー、卒業生の意見を集め、19指標の設定
に落とし込んだ。今後、評価を実施していく中で、指

標の再設定、特に指標間の重み付けに取り組んでい

く予定である。本発表では、指標の重み付けの考え方

についてデータを含めて紹介したい。 

① 自分事化： 団体・社会の方向性や目標を意識し、
自分ができることを考え主体的に行動する 

② 好奇心： プロジェクト活動・組織運営を通して、
自分の関心事を見つけ調べようとする 

③ 向上心： 自分の今のレベルよりストレッチした
目標の達成に向け行動する 

④ 他己理解： 他メンバー・外部関係者の発言に耳
を傾け、背景や思いを理解し共感する 

⑤ 自己理解： 自分の性格や能力、他人からの評価
を理解する 

⑥ シナジー創出： 他メンバー・外部関係者の意見
の共通点を見つけまとめる 

⑦ 自己意見明確化： プロジェクト活動・組織運営、
及び関連するテーマに対して明確な自分の意見

を持つ 
⑧ 発信： プロジェクト活動・組織運営のなかで自
らの意見を発言する 

⑨ 自律心： 自分が決めた目標に向けて自分をコン
トロールし行動する 

⑩ 失敗を恐れない姿勢： 失敗したときにその原因
を探り、新たなことに恐れず挑戦する 

⑪ 持続的自己管理： 自分に合ったリフレッシュ法
を把握し適切に自己管理する 

⑫ 読解力： 文章の構造や図表をさまざまな知識を
用いて正しく理解する 

⑬ STEMリテラシー： 授業・勉強会・プロジェク
ト活動などで得た知識を、他の活動やニュース

を見た時などに関連付けて理解する 
⑭ 表現力： 自分のアイデアを何かしらの形で表現
して、他メンバー・外部関係者の理解や行動に

つなげる 
⑮ 本質的思考： 他メンバー・外部関係者から与え
られた情報だけに囚われず、疑問を持ちながら

思考する 
⑯ 論理的思考： 物事の因果関係を整理し順序立て
て整理し、説明する 

⑰ デザイン思考： 課題の当事者・ユーザーの視点
から深く考察し、解決策を考え説明する 

⑱ モノづくり力（創造力）： 習ったスキルを用い
て新しいサービスやアプリ等を自分で開発する 

⑲ マネジメント力： チームの活動計画を立ててそ
の通りにプロジェクト等を進める 

2.3. 各指標の評価基準定義 
19の指標に対して、それぞれ5段階のレベルを絶対
評価になるよう設定し、学生の段階的な成長を測定

できるように定義した。レベル1は「受身」「個人」的
な考え方・行動に留まっている学生、レベル3は「自
主的・積極的」「集団・対人」に思考・行動が及び、

周囲と相互に影響を及ぼしあって成長した学生、レ

ベル5は「大局的・戦略的」「組織・対社会」の観点で
実際の活動を推進できている学生に相当するように

レベル設定を行った。レベル2、4はそれぞれの中間
指標となるように設定した。各指標における個々の

レベル定義は、人事部を中心に、学生自らが評価する

上で、どのようなレベルを目指すべきなのか、という

議論をしながら作成していった。ただし、指標設定と

同様に、今後の評価実施、分析結果を行いながら、組

織としての独自の評価基準の再定義に取り組む。 

3. 今後の展望 

社会課題解決プロジェクトを通じた実践的な学び

を継続していく鍵は、成果の可視化と次の目標設定

であると考える。今回はトライアルでの評価、分析を

紹介するが、半年〜数年データを蓄積することで、

STEMを活用した社会課題解決を実践することで成
長するスキル・マインドセットは何か、どのような要

素が成長に影響するか、検証していきたい。 
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